










洋 平  
てきた。それらを使いこなすためには教育が必   
要になる。  
（5）図書館の活動をPRすることができる。その   
ことを通じて図書館や図書館員の地位の向上を   






















る。   
そういう状況の中で，利用者教育の面では遅れ  
ている国立大学中央館での事例紹介を行う。先進  
的な事例とはいえないが，紹介する意義はあるIl）。   
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1． はじめに  












て「利用者教育（user education）」という用語  















（2）大衆化された大学では教育しないと利用でき   
ない学生が多い。  
（3）生涯教育の観点からみて，自分で文献を探索   
する能力を身につけておくことは意義がある。  




















●講習会   
講義の形で図書館の設備およびサービスについ  
て説明や実習を行う提供サービス。  






（1）館内ツアー   
図書館員が館内を概略的に説明しながら案内す  
る情報サービス。  




2．2 内容による分類   
丸本はかによると利用者数青ば内容によって次  
のように分類される15）。これは，2．1で述べた  
ものを違った側面から分壊したものである。   
第1段階：図書館紹介   
第2段階：図書館オリエンテーション   
第3段階：一般的情報探索指導   


































スの形態による分類と内容による分類を行う。   


















（3）テーマご との利用案内リーフレット  
2．1．2 人による情報提供   
一般に，利用者教育という言葉は，こちらを指  
している。  
●オリエンテーション（1ibrary orientation，  
1ibraryusepresentation）   







y：形態による分類  ＊各種サイン  
＊テーマ別利用案内説明書・…・・…・・－…・－・…・  …・・・・………・…・…………………・…………＊図書館利用案内   
－● （冊子／ビデオ）  
．．＝＝． 
個別的・専門的  一般的・基礎的   
－－Ⅹ  
＊情報探索指導－－－－……  ＊専門課程進学者…‥・………＝ ＊新入生のための  
のためのオリエ  オリエンテーション  
ンテーション  
＊テーマ別利用説明会・・……－…・－…………・…・・…      ・…・・……－・…－－…・…－…＝＝…－－・…・＝……・－・ ＊館内ツァー   




図2 金沢大学附属図書館中央館における利用者教育の年間スケジュール  
附属図書館では，これらのサービスを簡単な形で  
はあるがすべて用意している。  
3．事例紹介   
前章で行った分類に従って，金沢大学附属図書  
館中央館で行っている利用者教育の概要を説明す  














社会科学が中心である。   
金沢大学附属図書館では，図2のような年間ス  
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金沢大学附属図書館中央館における利用者教育  
② 館内ツァー（10分）   
③ OPACの使い方の説明（10分）  
3．1．2 専門課程進学者のためのオリエンテー  



















① 中央館利用案内ビデオの上映（20分）  
② 館内ツァー（20分）  
③ OPACの使い方の実習（20分）   






① 資料の種類別（学内，学外／雑誌，図書）の   
文献探索法の説明（15分）  




用者教育を受けられるようにしている。   




3．1 オリエンテーション   
金沢大学で行っているものは次の2つである。  















■角問キャンパス   
① 中央館利用案内ビデオの上映（20分）   
② 利用券の発行方法などについての補足説明   
（10分）   
③ 館内ツァー（30分）  
■丸の内キャンパス   
① 図書館利用案内1991年版に基づく説明   
（10分）  




開催場所  日  時  参加人数  
角間キャンパス 4／1111：00～12：00  51人  
13：00～14：00  27人  
丸の内キャンパス 4／15 12：30～13：00  9人  
15：00′・・■15：30  5人  
4／15 12：30～13：00 10人  
15：00～15：30 10人  
表3 専門課程進学者のためのオリエンテーショ  
ンの日程と参加人数（1990年度）  
日  時  参加人数  
第1回目   10／1611：00～12：00 19人  
第2回目  13：00～14：00  9人  




表4 資料探し方ガイドの日程と参加人数  
（1991年度）  
蓑5 0PAC講習会の日程と参加人数  
（1991年度）  
日  時  参加人数  開催場所  日  時  参加人数  
第1回目  6／27 15：00～16：00 25人  
第2【司冒  6／28 15：00～16：00 30人  
工学部  5／14 13：30～16：00  2人  
文法経済学部  5／2113：30～16：00 17人  
薬学部  5／22 13：30～16：00  6人  
理学部  5／24 13：00～16：00 17人  
合   計  55人  
合  計  42人   
③ CD－ROM（］－BISC，SSICD－ROM版など）   























日程と参加人数は表5のとおりである。   





















ようにした。   
内容は，以下のものが月単位で繰り返される。   
第1週：OPACの利用方法   
第2週：CD－ROMの利用方法（CD－ROM全  
般についてではなく，J－BISC，ERICといっ  
た特定のCD－ROMの利用方法）   
第3週：オンライン情報検索の紹介（オンライ  
ン情報検索全般についてではなく，特定のデー  
タベースについての紹介）   
第4週‥参考図書やカード目録の使い方，など  
コンピュータを使わない資料探索法の説明  


















一国書鮒用説明会 毎週火曜日12時38朗＼ら行います  
5月 7日  OPAC（オンライン目録）  学内賃料の内、最近の3－4年間に受け入れられた新しい園舎について、コン  
の使い方   ピュータを使って調べる方法について説明します。   
貞月14日  CD－ROMの使い方  ERICの使い方について脱明します。ERICは、教育学全般についての雑  
法論文やレポート類を探すためのデータベースです。   
5月21日  わ引ン憫報検索の使い方  学術憫報センターの日録所在情報データベースの使い方について説明します○  
これは、全国の大学等に所蔵する図書、雑誌を探すためのものです。   
5月28日  学外資料の探し方   学外の文献の探し方の概要と、学外への文献複写、囲昏の億万について耽明し  
ます。   
6月 4日  OPAC（オ汚イン目録）  学内資料の内、最近の3－4年間に受け入れられた新しい図書について、コン  
の使い方   ピュータを使って調べる方法について脱明します。   
8月11日  CD－ROMの使い方  判例マスターの使い方について釈明します。判例マスターは、法学関係の主要  
な雑捻、判例集に掲載された判例を検索するためのデータベースです。   
6月1＄日  わライン情報検索の使い方  現行法令データベースの使い方について脱明します。   
6月25日  カード目録の使い方  カード目録の使い方について脱明します。   
7月 2日  OPAC【オン封ン日録）  学内資料の内、最近の3■－4年間に受け入れられた新しい図昏について、コン  
の使い方   ピュータを使って調べる方法について説明します。   
7月 9日  CD－ROMの使い方  J－8I＄Cの使い方について脱明します。J－8】SCは、最近の約20年  
闇に出版された園舎のデータベースです。   
7月16日  オンライン情報検索の使い方  AHCl（ArtandHumanltto与C‡tathnlndox）の使い方について脱明します  
AHelは、人文系の雑法諭文を探すためのデータベースです。   
7月23日  CD－ROMの使い方  SSI（Soci81ScI帥は＝油河の使い方について説明します。SSlは、社会  
科学関係の雑誌論文を探すためのデータベースです。   
7月30日  OPAC（オンライン目録）  学内資料の内、最近の3－4年間に受け入れられた新しい園舎について、コン  
の使い方   ピュータを使って頸ペる方法について説明します。   
l鴎脚順説明会腸内ツアー） 毎週畑日15掛ら行い紺   
係のものが図書館内を案内しながら利用方法等について説明を行はす。紘特に知化いことがあったら申し出  
て下さい○重点的に案内します○  金沢大学附属賃舎熊  
図3 利用説明会のビラの例  




























4．考察と課題   
金沢大学附属図書館中央館で行ってきた利用者  
教育には次のような問題点がある。  






































1）戸田慎一“8．6図書館利用教育：8．6．1意義，，『図   
書館情報学ハンドブック』丸善，1988，p．788．  
2）丸木育子，椎葉離子編『大学図書館の利用者教育   
（図書館員選書27）』東京，日本図魯館協会，1989，  
pp．2～4．  
3）前掲 2）p．2．  
4）前掲1）p．788．  
5）Eadieは，「利用者教育は労力の割に効果が少ない。  
レファレンス・サービスで十分である。」と論じて   
いる。また，Smalleyは，技術的側面ばかりを重   
視し，情報検索の基本概念を教えないような利用   
者教育に対し疑問を提示している。   
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13）前掲1）p．789．  
14）前掲1）p．790．  
15）前掲 2）p．41．  
16）東京女子大学短期大学部の事例がある。   
森山昭郎，内海絹子“文献検索の教授法：「国際   
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giむrαriαn8ん由，3（5），1977，pp．280～283．  
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図書館』23（2），1976．pp．79～86．   
宍道 勉“利用者教育が図書館利用に及ぼす効果   
について牒『大学図壱館研究』2a1983，pp．計－1鼠   
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